
小美玉市総合計画 市民アンケート調査 

－調査ご協力のお願い－ 

 

 

 

  平素、市民の皆様には市政にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

  さて、小美玉市では、市政の指針となる「小美玉市総合計画」が、平成 29 年度に

最終年度を迎えることから、現在、平成 30 年度を初年度とする新たな「小美玉市第

２次総合計画」の策定を進めています。 

  そこで、市民の皆様の声を生かしたまちづくりを進めていくため、これまで取り組

んでまいりました、教育、福祉、産業、生活環境など、小美玉市の市政全般に対する

ご意見をうかがう市民アンケート調査を実施いたいします。なお、ご回答は、本調査

の目的以外に利用することはなく、皆様にご迷惑をおかけすることはありません。 

  お忙しいところ誠にお手数をおかけしますが、趣旨をご理解いただき、ご協力を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

平成 28 年 7 月 

  小美玉市長 島 田 穣 一 

 

ご記入にあたってのお願い 

  １．質問はあて名に書かれたご本人がお答えください。 

２．最初から１問ずつ順を追って質問にお答えください。 

３．ご回答いただきました調査票は同封の返信用封筒に入れ、そのまま切手

を貼らずに郵便ポストへ投函してください。 

４．この調査についてのお問い合わせは下記までお願いいたします。 

 

小美玉市企画財政部企画調整課まちづくり戦略室 

電話 0299-48-1111 (担当 佐々木・磯部・照山) 

 

調査票は ８月２０日（土）までに、ご投函くださいますようお願いいたします。 
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１．あなたご自身について 

 

問１．あなたの性別をお答えください。次の中から番号を１つ選んで○で囲んでください。 

１．男性                ２．女性 

 

問２．あなたの年齢をお答えください。 

（        ）歳 

 

問３．同居のご家族をお教えください。あてはまるものすべてを選んで番号を○で囲んでください。（あなたから

見た続柄でお答えください。） 

 １．同居の家族はいない   ２．配偶者   ３．お子様 

 ４．父親（配偶者の父親を含む） ５．母親（配偶者の母親を含む） 

 ６．祖父母    ７．孫    ８．兄弟姉妹 

 ９．その他（                           ） 

 

問４．あなたの職業をお答えください。次の中から番号を１つ選んで○で囲んでください。（学生の方はアルバイ

トをしている場合でも「７」に○をつけてください。） 

１．自営業（農林魚業・商・工・サービス業）  ２．会社役員・会社員（契約・派遣社員含む） 

３．公務員            ４．パート・アルバイト 

５．主婦          ６．年金のみで生活・無職 

７．学生      ８．その他（          ） 

 

問５．あなたのお住まいの地区をお答えください。次の中から番号を１つ選んで○で囲んでください。 

１．小川地区（小学校区：小川小、野田小、上吉影小、下吉影小、橘小）   

２．美野里地区（小学校区：竹原小、羽鳥小、堅倉小、納場小）   

３．玉里地区（小学校区：玉里小、玉里北小、玉里東小）   

 

 

問６．あなたは小美玉市（合併前の町村を含む）にどのくらいお住まいですか。次の中から番号を１つ選ん

で○で囲んでください。 

１．５年未満          ２．５年～10 年 

３．11 年～20 年         ４．21 年以上      
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２．小美玉市の住みやすさについて 

問７．あなたは小美玉市を住みやすいと感じていますか。次の中から番号を１つ選んで○で囲んでください。 

１．とても住みやすい   ２．住みやすい    ３．普通（どちらともいえない） 

４．住みにくい      ５．とても住みにくい 

 

 

問８．あなたは小美玉市に住み続けたいですか。次の中から番号を１つ選んで○で囲んでください。 

１．住み続けたい        ２．当分住み続けたい  ３．どちらとも言えない 

４．できれば住み続けたくない  ５．住み続けたくない 

 

 

問８①．問８で１又は２と回答した方にお聞きします。「住み続けたい」理由は何ですか。次の中からあ

てはまるものをすべて選んで番号を○で囲んでください。 

 １．働く場所、家業がある       ２．交通が便利である 

 ３．この土地への愛着がある      ４．永年住み慣れている 

 ５．将来発展の可能性がある      ６．兄弟や親戚が近くにいる 

 ７．自分の土地や家がある       ８．公共施設が整っている 

 ９．日常生活が便利である       10．自然環境がよい 

11．子どもの教育に便利である     12．医療施設が整っている 

13．近隣関係がよい          14．その他（          ） 

 

 

問８②．問８で４又は５と回答した方にお聞きします。「住み続けたくない」理由は何ですか。次の中から

あてはまるものをすべて選んで番号を○で囲んでください。 

 １．働く場所が市外にある       ２．交通が不便である 

 ３．この土地への愛着がわかない    ４．住み始めたばかりで慣れていない 

 ５．将来発展の可能性が乏しい     ６．兄弟や親戚と離れている 

 ７．自分の土地や家がない       ８．公共施設が整っていない 

 ９．日常生活が不便である       10．自然環境がよくない 

11．子どもの教育に不便である     12．医療施設が整っていない 

13．近隣関係がよくない        14．その他（          ） 
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問９．小美玉市のイメージはどんなまちですか。以下の項目の中から最もあてはまるもの１つを選んで○で

囲んでください。 

 １．歴史・文化のまち   ２．学術・芸術のまち 

 ３．観光・レジャーのまち   ４．スポーツのまち 

 ５．国際交流のまち    ６．環境にやさしいまち 

 ７．デザインやセンスのよいまち  ８．住民参加のまち 

 ９．教育・子育てのまち   10．健康増進・医療福祉のまち 

 11．農林水産業が盛んなまち  12．地場産業が盛んなまち 

 13．ＩＴ・先進技術のまち   14．生活に便利・快適なまち 

 15．災害リスクが少ないまち  16．事件・事故が少ないまち 

 17．その他（                           ） 

 

問 10．小美玉市を色で表すとどのような色だと思いますか。以下の「形容詞欄（左側）」と「色欄（右

側）」から、それぞれ１つを選んで○で囲んでください。 

＜例＞ 

（形容詞）10．さわやかな       （色）６．青 

 

 
１．明るい 

２．親しみやすい 

３．にぎやかな 

４．派手な 

５．しゃれた 

６．深みのある 

７．柔らかい 

８．安定した 

９．広々とした 

10．さわやかな 

11．あたたかみのある 

12．美しい 

13．活動的な 

14．楽しい 

15．つまらない 

16．寂しい 

17．センスの悪い 

18．暗い 

19．複雑な 

20．その他（       ） 

１．赤 

２．オレンジ 

３．黄色 

４．黄緑 

５．緑 

６．青 

７．藍色 

８．紫 

９．ピンク 

10．水色 

11．白 

12．その他（       ） 

＜形容詞欄＞ ＜色欄＞ 
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３．小美玉市の評価について 

問 11．市が総合計画に基づいて取り組んでいる基本施策の状況についてうかがいます。あなたは小美玉

市の状況について、どのように感じていますか。「現在の満足度」と「今後の重要度」について、それ

ぞれ該当するものを１つ選び、枠の中に○を記入してください。 

 

 

 

 

現在の満足度 

 

今後の重要度 

 

 

①
満
足
（
80
～
100
％
） 

②
や
や
満
足
（
60
～
79
％
） 

③
普
通
（
40
～
59
％
） 

④
や
や
不
満
（
20
～
39
％
） 

⑤
不
満
（
0
～
19
％
） 

 

①
重
要
（
80
～
100
％
） 

②
や
や
重
要
（
60
～
79
％
） 

③
普
通
（
40
～
59
％
） 

④
あ
ま
り
重
要
で
な
い
（
20
～
39
％
） 

⑤
重
要
で
な
い
（
0
～
19
％
） 

（記入例） 

           

企業誘致の促進 

 

□ □ □ □ □ 

 

□ □ □ □ □ 
１．みんなでつくる自治のまち 

 

① ② ③ ④ ⑤ 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

①市民参加、市民の声の市政反映 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
②地域の交流やコミュニティ活動 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
③国際化、国際交流 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
④人権が尊重された地域社会 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑤ワークライフバランス※や男女平等などに配慮
した男女共同参画社会の実現 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
２．未来を拓く快適・便利なまち  

① ② ③ ④ ⑤ 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

①住みやすい環境のための計画的市街地整備
状況 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
②市内や市外へ移動するための幹線道路網の
整備状況 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

③身近な生活道路の整備状況 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
④公共交通の充実 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑤歩道の段差の解消などバリアフリー環境 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
 
※ワークライフバランス：やりがいをもって働きながら、家庭や地域においても自分が望む役割を果たせるよう、多様な生き方を選択・実現で

きる「仕事と生活の調和」を目指すこと 

現在の満足度・・・現在の状況について、満足できる状況かどうかをお答えください。 

今後の重要度・・・あなたの生活にとって、必要性が高いものかどうかをお答えください。 
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現在の満足度 

 

今後の重要度 

 

 

①
満
足
（
80
～
100
％
） 

②
や
や
満
足
（
60
～
79
％
） 

③
普
通
（
40
～
59
％
） 

④
や
や
不
満
（
20
～
39
％
） 

⑤
不
満
（
0
～
19
％
） 

 

①
重
要
（
80
～
100
％
） 

②
や
や
重
要
（
60
～
79
％
） 

③
普
通
（
40
～
59
％
） 

④
あ
ま
り
重
要
で
な
い
（
20
～
39
％
） 

⑤
重
要
で
な
い
（
0
～
19
％
） 

⑥安全かつ安定した水の供給 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑦下水道などの整備による生活排水対策 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑧自然と調和した美しい住環境の形成・保全 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑨定住を促進する施策 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑩市民の憩いの場としての公園・緑地の充実 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
３．うるおいのある安全・安心なまち  

① ② ③ ④ ⑤ 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

①平地林や緑地などの自然環境の保全 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
②霞ヶ浦、河川などの自然環境の保全 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
③ごみ処理体制・ごみの減量化・リサイクル体制の
推進 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

④百里基地からの騒音などへの対策 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑤地震・水害・火災などに対する防災対策 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑥救急・消防体制の迅速な対応 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑦通学路・横断歩道などの交通安全対策 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑧市民が安心して暮らせる犯罪の少ないまち
づくり 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

４．ぬくもりにあふれる健やかなまち  
① ② ③ ④ ⑤ 

 

① ② ③ ④ ⑤ 

①子育て支援・保育サービス支援 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
②結婚・出産・子育てしやすい社会環境づく
り 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

③市民の健康づくり、各種健診･保健指導 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

④日常的な医療施設・救急医療体制 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑤地域において安心して受けられる福祉サー
ビス 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
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現在の満足度 

 

今後の重要度 

 

 

①
満
足
（
80
～
100
％
） 

②
や
や
満
足
（
60
～
79
％
） 

③
普
通
（
40
～
59
％
） 

④
や
や
不
満
（
20
～
39
％
） 

⑤
不
満
（
0
～
19
％
） 

 

①
重
要
（
80
～
100
％
） 

②
や
や
重
要
（
60
～
79
％
） 

③
普
通
（
40
～
59
％
） 

④
あ
ま
り
重
要
で
な
い
（
20
～
39
％
） 

⑤
重
要
で
な
い
（
0
～
19
％
） 

⑥介護施設・在宅サービスの充実 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑦高齢者の生きがいづくり、介護予防 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑧障がい者が地域の中で暮らしやすい環境づ
くり 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
５．活力に満ちた産業のまち  

① ② ③ ④ ⑤ 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

①茨城空港を生かした産業の振興 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

②特産品開発、ブランド化による農業振興 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

③担い手の確保など次世代育成 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

④雇用の安定・拡大 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑤日用品・食料品などの買い物の利便性 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑥歴史的資源を活用した観光施設の整備 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑦周辺都市との連携・交流 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
６．個性豊かな教育・文化のまち  

① ② ③ ④ ⑤ 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

①小・中学校の教育内容・指導体制 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
②幼児教育や幼児施設の充実 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
③公民館・図書館などの生涯学習施設 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
④教養・文化・芸術に触れる機会・施設の確
保 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
⑤誰もが気軽にスポーツに取り組める環境の
整備 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

⑥次代を担う青少年の健全育成 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
７．信頼で築く自主・自立のまち  

① ② ③ ④ ⑤ 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

①市役所の仕事ぶり、窓口対応、サービス内
容 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 

②「広報おみたま」など行政情報の提供 
 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
③インターネットなどを活用した行政サービ
ス 

 

□ □ □ □ □ 
 

□ □ □ □ □ 
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４．行財政・市民参加について 

問 12．効率的な行財政を運営していくためには、何が大切だと思いますか。次の中からあてはまるものを

すべて選んで番号を○で囲んでください。 

 １．行政サービスの改善（窓口サービスの向上など） 

 ２．事務事業の見直し（民間の能力を活用した市民サービスの向上、適正な評価に基づいた改善など） 

 ３．ＩＣＴ※の効果的な活用（電子申請・届出の推進、チケットオンラインシステムの活用など） 

 ４．組織機構の見直し（行政組織と定員の適正化など） 

 ５．広域行政の推進（近隣市町村との連携、消防の広域化など） 

 ６．職員の能力と資質の向上 

 ７．説明責任の確保（公文書管理のシステム化など） 

 ８．計画的な財政運営 

 ９．補助金の適正化 

 10．特別会計の健全化（病院、下水道事業などの経営健全化） 

 11．受益者負担の適正化（使用料・手数料の見直し、公営住宅使用料の公平な負担） 

 12．新たな財源の確保（ふるさと応援寄付金の拡充、未利用地財産の処分など） 

 13．公共施設の適正化（公共施設の配置の見直しなど） 

 14．公共施設の運営方法の見直し（民間活力の導入など） 

 15．その他（                           ） 

※ICT：Information and Communication Technology（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）情報通信技術。情報技

術（IT）の概念をさらに一歩進め、IT＝情報技術に通信コミュニケーションの重要性を加味した言葉 

問 13．小美玉市からの情報やサービスをどのようなものから知っていますか。次の中から今までご利用に

なったものをすべて選んで番号を○で囲んでください。 

１．広報紙（「広報おみたま」など） 

２．回覧板・行政区などの会合・会報 

３．市役所の担当窓口 

４．電話やファックスによる情報サービス 

５．市のホームページ 

６．行政関連団体のフェイスブックなどのＳＮＳ※サイト 

７．インターネット上の動画配信サイトでの小美玉市に関連する情報 

８．防災行政無線 

９．その他（                           ） 

※SNS：Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略。インターネット上で情報やメッセージなどのやりとりができる

サービス 
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問 14．より良いまちづくりを進める上で、あなたは（市民の立場から）どのようなことができると思いますか。

次の中からあてはまるものをすべて選んで番号を○で囲んでください。 

１．市長や議員との懇談会・対話集会などで直接対話すること 

２．市政モニター制度などで、市の施策などに関する意見を述べること 

３．環境ボランティアなど、自然環境を守る活動（クリーン作戦など）に参加すること 

４．子どもたちの健全育成に努めること（ＰＴＡ、子ども会、育成会など） 

５．自治会など地域の活動に参加すること 

６．審議会や策定委員会などに参加し、政策や計画の策定に際して意見を述べること 

７．意見聴取制度（パブリックコメントなど）で、政策決定に際して意見を述べること 

８．インターネットなどを活用した意見交換の場で意見を述べること 

９．市民相互の人権を尊重し合うこと（さまざまな差別や偏見のない人権意識をもつなど） 

10．その他（                           ） 

 

問 15．市は、どのようなことを条例化または制度化して市民に示し、取り組んでいくべきだと思いますか。

次の中からあてはまるものをすべて選んで番号を○で囲んでください。 

 １．男女共同参画※ 

 ２．地域におけるコミュニティ活動 

 ３．行政と市民との協働及び参画（連携・協力） 

 ４．個人情報の保護 

 ５．市民との情報共有（情報公開） 

 ６．行財政改革 

 ７．行政評価 

 ８．意見聴取制度（パブリックコメント） 

 ９．住民投票 

 10．外部機関やその他第三者による市の監査  

 11．計画策定への市民参加  

 12．その他（                           ） 

 
※男女共同参画：男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保される

ことによって、男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うこと 
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問 16．男女共同参画社会づくりのためには何が大切だと思いますか。次の中から番号を１つ選んで○で

囲んでください。 

 １．市政への女性の参画拡大（政策・方針決定過程への女性の参画の拡大） 

 ２．偏ったしきたりや慣行の見直し（男性中心型労働慣行の変革、男女共同参画の視点に立った意識改革） 

 ３．男女の均等な雇用機会・待遇に向けた啓発（雇用等の分野における男女の均等な機会と待遇の確保） 

 ４．男女の仕事・家庭・地域生活の両立支援（男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援） 

 ５．女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤整備（女性に対するあらゆる暴力の根絶） 

 ６．貧困・高齢・障害などによる困難を抱える女性が安心して暮らせる環境の整備 

（ひとり親家庭、子ども・若者の自立） 

 ７．男女共同参画の視点に立った各種制度などの整備（社会保障制度、家族に関する法制などの検討、育

児・介護の支援基盤の整備） 

８．男女平等推進のための教育の充実（男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実） 

 ９．その他（                           ） 

 

５．保健・医療・福祉について 

 

問 17．すべての人が健康で充実した生活を送るために、医療、地域福祉、障がい者福祉、高齢者福

祉の分野において何が大切だと思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んで番号を○

で囲んでください。 

 １．地域における医療体制の充実（かかりつけ医の普及など） 

 ２．救急医療体制の充実（休日・夜間診療など） 

 ３．医療施設のネットワークの強化（周辺都市・広域） 

 ４．医療情報の提供（地域の医療機関・薬に関する情報など） 

  

 

地
域
医
療
分
野 

障
が
い
者
福
祉
分
野 

高
齢
者
福
祉
分
野 

 ５．障がい者向けの各種支援制度の充実 

 ６．障がい者のためのリハビリテーション施設の整備 

 ７．障がい者の就業の場の確保 

 ８．福祉教育の充実 

 ９．高齢者のための介護保険サービスの充実（在宅福祉・保健） 

 10．高齢者の保健サービスの充実（健康診査、健康相談など） 

 11．高齢者の社会参加機会の拡充（就労・地域活動・ボランティアなど） 

 12．高齢者の生きがいづくりの推進 

 13．健康づくりの推進（介護予防・疾病予防など）  
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※地域ケアシステム：在宅の高齢者や障がい者に対して、効果的で確実な福祉・保健・医療の各種在宅サービスを提供するため、対象者

一人ひとりについて「在宅ケアチーム」を組織し、地域社会全体で取り組む総合的なケアシステムのこと 

 

問 18．子育てしやすい環境を整えていくために、何が大切だと思いますか。次の中から番号を１つ選んで

○で囲んでください。 

 １．相談体制の充実（妊娠・子育てに関する相談受付、情報提供など） 

 ２．母子保健事業の充実（妊婦健康診査、乳幼児の健康診査・育児教室など） 

 ３．子育て費用の支援など経済的支援の充実 

 ４．ニーズに応じた教育・保育施設（幼稚園、保育園など）の確保 

 ５．保育サービスの充実（延長、休日、一時預かり、病児・病後児保育などの充実） 

 ６．子育て交流の推進（地域子育て支援センター・子育てサロン・各種講座・教室の開催など） 

 ７．放課後児童対策の充実（放課後児童クラブ、学童保育など） 

８．子育てしやすい就労環境の整備に向けた企業への啓発活動 

 ９．子どもの遊び場の充実（身近な公園・児童館的施設など） 

 10．地域活動の支援（子ども会活動や児童と地域住民との交流活動） 

 11．防災・防犯・交通安全など子どもの安全の確保 

 12．その他（                           ） 

 

総
合
的
福
祉
分
野 

 14．高齢者・障がい者のための地域ケアシステム※の充実・在宅ケアの充実 

 15．高齢者・障がい者の移動手段の確保（公共交通・移動サービスなど） 

 16．公共施設などにおける施設のバリアフリー化 

17．保健・医療・福祉の連携強化 

 18．福祉を目的としたボランティア活動の育成・支援 

 19．その他（                           ） 

 

そ
の
他 
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６．生活環境について 

 

問 19．交通体系・公共交通については、何が大切だと思いますか。次の中から番号を１つ選んで○で囲

んでください。 

 １．常磐線の増便 

 ２．バス路線の拡大・コミュニティバスの整備 

 ３．BRT 路線（かしてつバス専用道）の充実 

 ４．デマンド交通※（乗り合いタクシーなど）の整備 

 ５．駐車場・駐輪場の整備 

 ６．道の駅などの道路休息施設の整備 

 ７．茨城空港を活用した広域的な交通体系の整備 

 ８．その他（                           ） 
 

※デマンド交通：利用者それぞれの希望時間帯、乗降場所などの要望（デマンド）に応える、新たな公共交通サービスで、タクシーの便利さ

をバス並みの料金で提供するもの 

 

問 20．地域環境や自然環境を守るためには、何が大切だと思いますか。次の中からあてはまるものをす

べて選んで番号を○で囲んでください。 

 １．ごみの分別収集・減量化の徹底 

 ２．リサイクル施設または機能の整備 

 ３．市民のリサイクル活動や、環境ボランティア・ＮＰＯなどの活動への支援 

 ４．生活雑排水対策の強化 

 ５．自然環境・自然景観の保全（平地林・親水空間・集落景観など） 

 ６．太陽光発電などクリーンエネルギーの活用 

 ７．学校・地域における環境教育の推進 

 ８．CO2 の排出規制（アイドリングストップ・ノーマイカーデーなど） 

 ９．クールビズなどの節電につながる生活習慣の改善 

 10．空家等に関する対策の推進（放置状況が周辺環境に特に影響を及ぼしているもの） 

 11．家庭設置以外の太陽光発電の適正な設置に関する指導 

 12．グリーン購入（環境にやさしい商品）の推進 

 13．その他（                           ）  
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 問 21．自然災害に備えるためには、さまざまな対策を進めることが必要ですが、特に必要だと思われる

ものは何ですか。次の中からあてはまるものをすべて選んで番号を○で囲んでください。 

１．防災ハザードマップの見直し 

２．聞こえやすい防災行政無線の整備など情報伝達機能の確保 

３．インターネットなどによる情報提供 

４．コミュニティＦＭなどラジオによる情報提供 

５．電気・ガス・水道などライフラインの補強 

６．物資などを運ぶ幹線道路の整備 

７．避難路としての生活道路の整備 

８．公園などの避難地の確保 

９．避難施設となる公共施設の耐震化などの整備 

10．適切な備蓄の確保 

11．対策本部など、初動期体制の早期立ち上げ準備 

12．集落単位などの身近な地域の災害時体制の確立 

13．医療機関などとの災害時の協定 

14．要援護者など避難困難者の把握と救出体制の確立 

15．災害対策相談窓口の設置 

16．災害対策啓発説明会や避難訓練の実施 

17．市内店舗との協定による食料品・生活物資などの確保 

18．自治体間災害協定の締結 

19．急傾斜地など危険箇所の整備・解消 

20．その他（                           ） 
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問 22．防犯対策の強化を図るためには、何が必要だと思いますか。次の中から番号を１つ選んで○で囲

んでください。 

 １．市民一人ひとりの防犯意識・防犯対策 

 ２．地域コミュニティによる防犯体制の強化（パトロールなど） 

 ３．児童生徒の通学時の安全確保 

 ４．犯罪の起こりにくい地域環境の形成 

 ５．犯罪を許さないモラル意識の醸成 

 ６．ネットワークを活用した防犯対策情報・犯罪発生情報の提供 

 ８．その他（                           ） 
 

 

７．教育・文化・スポーツについて 

問 23．小美玉市では、子ども達の学校教育の充実、市民の生涯学習活動の活性化に取り組んでいま

す。今の小美玉市にとって、最も力を入れるべきことは何だと思いますか。次の中から番号を１つ

選んで○で囲んでください。 

 １．「自ら学び、考え、行動する力」を確実に身につける教育 

 ２．「答えのない問題」に対して、知識を活用して最善の解決策を導く力の養成 

 ３．生涯にわたって社会を生き抜く力の習得 

４．キャリア教育の充実（進路への意識向上、学び直しの機会の充実） 

５．国際的な交流を深められる人材の育成 

６．経済状況によらない進学機会の確保、挫折や困難を抱えた人の学び直しの機会の充実 

７．安心して学べる安全な教育環境の確保 

８．趣味を深めるなど、人生を豊かにするための学習の機会の充実 

９．誰もが参加しやすいスポーツ活動の推進 

 10．その他（                           ） 
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８．産業について 

問 24．現在の小美玉市の特徴といえる産業はどのようなものだと思いますか。次の中から番号を１つ選ん

で○で囲んでください。 

 １．茨城空港と常磐自動車道とのアクセス性の良さを生かした物流産業 

 ２．市民生活をサポートするサービス産業 

 ３．高速道路の利便性により大手企業が立地する製造業 

 ４．ヨーグルトなどの乳製品、豚肉、卵、ニラなどブランド力のある農畜産業 

 ５．米、野菜、果物など、市の基幹産業の一つである農業 

６．コスモス畑や霞ヶ浦などの見どころ、イベントなどを利用した観光産業 

７．フットボールアカデミーなどのスポーツに関わる産業 

 ８．その他（                           ） 

 

問 25．小美玉市の今後の産業振興や新たな産業づくりについては、何が大切だと思いますか。次の中か
ら番号を１つ選んで○で囲んでください。 

 １．物流関連企業の誘致促進 

 ２．コミュニティビジネス※などの企業支援 

 ３．異業種連携の促進（農・工・商の連携、産官学の連携など） 

 ４．地産地消※の推進 

 ５．新規起業への支援 

 ６．茨城空港を生かした新たなビジネス支援 

 ７．シティ・プロモーションと連携したブランド力のある産業のＰＲ 

 ８．その他（                           ） 

 
※コミュニティビジネス：市民が主体となって、地域が抱える課題をビジネスの手法により解決し、またコミュニティの再生を通じて、その活動の

利益を地域に還元するという事業の総称 

※地産地消：地域で生産されたものを地域で消費すること。また、地域で生産された農産物を地域で消費しようとする活動を通じて、農業

者と消費者を結び付ける取組 
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問 26．小美玉市の観光・交流振興については、何が大切だと思いますか。次の中から番号を１つ選んで

○で囲んでください。 

 １．自然資源を活用したグリーンツーリズム※の推進 

 ２．観光拠点施設の整備（道の駅・物産センターなど） 

 ３．広域観光ネットワークの形成（霞ヶ浦湖岸エリアなど） 

 ４．イベントを中心とした観光（祭り・スポーツ大会など） 

 ５．市内観光ルートの設定（歴史的資源や自然資源の発掘） 

 ６．ツイッター、フェイスブックなどＳＮＳ※を活用したＰＲ 

 ７．地域のイメージを高め、観光振興につなげるシティ・プロモーション※活動 

 ８．その他（                           ） 

※グリーンツーリズム：緑豊かな農山漁村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ、滞在型の余暇活動の総称 

※SNS：Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略。インターネット上で情報やメッセージなどのやりとりができる

サービス 

※シティ・プロモーション：地域のイメージを高め、魅力を広く発信することで、市民の方の愛着と誇りを醸成しながら、市外からの関心や共感

を呼び起こすことで、持続的な地域の発展を目指していく取組 
 
 
問 27．総合計画の策定にあたり皆様のご意見・提案を頂きたいと思います。ご自由に記入してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ご協力ありがとうございました。 

◇調査票は、同封の封筒に入れ、８月２０日（土）までに 投函をお願い致します。 

◆小美玉市企画財政部企画調整課◆ 


